
入札契約の取組について



◆入札契約方式の選択
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(1)契約方式 (2)競争参加者の

設定方法

(3)落札者の

選定方法

(4)支払方式

◆契約の対象と
する業務及び施
工の範囲の設定
方法

◆契約の相手方を
選定する際の候補
とする者の範囲の
設定方法

◆契約の相手方の
候補とした者から、
契約の相手方とす
る者を選定する方法

◆契約の対価
を支払う方法

総価
契約方式
（施設工事）

総価単価
契約方式
（土木工事）

一般競争入札

拡大型指名競争入札

随意契約

指名競争入札

条件付一般競争入札

自動落札方式

総合評価
落札方式

価格

価格＋
技術

技術提案・交渉方式 技術

詳細設計付
工事発注方式

設計・施工
分離発注方式

設計・施工
一括発注方式

設計段階から施工者
が関与する方式

（ECI方式）



◆総合評価落札方式の概要
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【施工体制確認型】 併用

（低入札価格調査※の対象となることが多い工事等）

技術提案評価型 工事実績評価型
（技術的工夫の余地が大きい工事） （技術的工夫の余地が小さい工事）

or

※平成29年4月以降、低入札価格調査基準価格を引上げしています。

【計算式】
・直接工事費×97％
・共通仮設費×90％
・現場管理費×90％
・一般管理費等×55％

【計算式】
・直接工事費×95％
・共通仮設費×90％
・現場管理費×90％
・一般管理費等×55％

入札された価格に基づく「価格評価点」と技術提案書等に基づく「技術評価点」を
総合的に評価

（従来） （平成29年4月以降）



◆発注見通し公表等の充実
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発注見通しについて、各年度４回（４月、７月、１０月、１月）公表を実施
公表内容として、発注支社・事務所名、入札方式、工種、工事名、工事箇所、工

期、工事概要、入札公告等予定時期、入札予定時期を記載しています。
また、入札公告や契約情報は、下記ＨＰ（調達・お取引）から、随時検索、閲覧

できます。



◆入札不調等への対応
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拡大型指名競争入札 入札前価格交渉方式

手続の流れ

・資材等の急激な高騰など価格変動が著しい工事

・特殊な施工条件下の工事
・機器製作が主体となる工事
・入札不調となる恐れの高い工事
（実勢価格との乖離に対応）

手続の流れ

入札参加者の見積書を反映した
契約制限価格の設定を行う

発注時に、設定した競争参加資
格要件（指名基準）を満たす者を
全者指名するとともに、指名業者
以外も競争参加可能なように公
募する方式

昨今の入札不調等への対応として、下記取組みなどを実施しています
◆競争参加資格要件の緩和（技術者の配置要件緩和）

配置予定技術者の資格及び工事の経験を事前に提出する競争参加要件とせず、契約締
結後の配置要件としています

◆入札契約方式の工夫（下図参照）


